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瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

『
筑
紫
日
記
』
翻
刻
及
び
語
注
（
下
）

松
原

輝
美

井
川

昌
文

四
、
（
承
前
）
菊
池
高
洲
と
旅

高
洲
は
、
旅
を
よ
く
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
和
歌
や
文
章
を
残

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
若
干
紹
介
し
て
み
た
い
。
和
歌
に
つ
い
て
は
、
多
和

文
庫
蔵
『
高
洲
歌
集
』
（
香
川
県
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会
『
国
語
』
50

・

号
に
翻
刻
）
の
中
に
載
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

51
１
、
京
都
・
大
阪
へ
の
旅
（
若
い
時
の
京
都
へ
の
遊
学
）

２
、
徳
島
へ
の
旅

３
、
「
富
士
百
首
」
の
旅
（
実
際
に
旅
を
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
）

４
、
愛
媛
へ
の
旅
（
享
和
二
（
一
八
○
二
）
年
、
五
十
五
歳
の
時
、
友
人
の

渡
辺
茂
雅
と
の
旅
）

次
に
、
徳
島
の
祖
谷
へ
の
旅
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
、

四
十
六
歳
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
僧
西
湖
を
先
導
と
し
て
、
友
人
の
田
村
惟

顕
・
中
條
士
穀
ら
と
八
日
間
の
旅
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
冠
纓
神
社

発
行
の
『
楢
屋
』
に
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

五
、
下
巻
の
存
在
に
つ
い
て

長
崎
往
復
の
旅
は
、
四
十
五
日
を
要
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
『
筑
紫
日

記
』
（
上
巻
）
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
往
路
の
二
十
数
日
間
で
あ
り
、
復

路
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
当
然
、
下
巻
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

ま
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
『
高
洲
歌
集
』
に
復
路
の
歌
が
載
っ

て
い
る
の
で
、
お
も
だ
っ
た
地
名
を
紹
介
し
て
お
く
。

１
、
長
崎
を
出
発

２
、
（
佐
賀
県
唐
津
付
近
）
鳴
駒
山
・
松
浦
川
・
玉
島
川
・
虹
の
松
原

３
、
（
福
岡
市
）
姪
の
浜

４
、
（
山
口
県
）
新
泊
・
（
光
市
付
近
）
室
積
の
浦

５
、
（
広
島
県
）
錦
帯
橋
・
厳
島
・
鞆

６
、
（
香
川
県
）
象
頭
山
・
綾
川
・
滝
宮

７
、
自
宅
に
帰
着

次
に
お
も
だ
っ
た
所
で
詠
ん
だ
和
歌
の
い
く
つ
か
と
、
そ
の
参
考
に
し
た

古
歌
を
あ
げ
て
お
く
。
（
番
号
は
『
高
洲
歌
集
』
及
び
『
万
葉
集
』
の
も

の
）
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①
、
松
浦
川

２
０
２
お
き
つ
風
ふ
く
度
毎
に
峰
の
松
が
え

今
も
か
も
領
巾
ふ
ら
す
か

と
あ
や
ま
た
れ
ぬ
る

『
万
葉
集
』
巻
五
の
大
伴
佐
提
比
古
と
松
浦
佐
用
姫
と
の
別
れ
の
歌
を
本

歌
と
し
て
い
る
。

８
４
７
海
原
の
沖
行
く
舟
を
帰
れ
と
か
領
巾
振
ら
し
け
む
松
浦
佐
用
姫

②
、
玉
島
川

２
０
３
玉
島
の
川
は
渡
れ
と
若
鮎
つ
り
し

七
の
を
と
め
が
行
方
し
ら
ず

も

『
日
本
書
紀
』
（
神
功
皇
后
・
摂
政
前
紀
）
に
皇
后
が
鮎
を
釣
っ
て
新
羅

遠
征
の
成
否
を
占
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
又
、
『
万
葉
集
』
の
次
の
歌
に
も

拠
っ
て
い
る

８
５
６
松
浦
な
る
玉
島
川
に
鮎
釣
る
と
立
た
せ
る
児
ら
が
家
道
知
ら
ず
も

③
、
深
江
の
鎮
懐
石

深
江
の
子
負
は
ら
に

む
か
し
息
長
帯
姫
の
命
、
か
ら
国
う
ち
給

ひ
し
時
、
御
腰
に
は
さ
み
給
へ
る
石
二
あ
り
し
よ
し
、
『
万
葉

集
』
『
筑
前
風
土
記
』
に
く
は
し
く
し
る
せ
り
。
さ
る
を
、
ぬ
す

人
近
ご
ろ
い
か
な
る
し
れ
も
の
か
、
ぬ
す
み
と
り
し
よ
し
、
い
ふ

を
き
き
て

２
０
６
白
波
の
よ
す
る
浜
辺
は
神
さ
ぶ
る

奇
御
玉
さ
へ
さ
す
ら
へ
る
か

も

こ
れ
は
、
『
筑
前
風
土
記
』
の
中
に
あ
る
、
神
功
皇
后
が
陣
痛
の
時
、
腰

に
玉
を
二
つ
付
け
た
古
事
に
拠
っ
て
い
る
。
又
、
『
万
葉
集
』
巻
五
の
山
上

憶
良
の
次
の
歌
に
も
拠
っ
て
い
る
。

８
１
４
天
地
の
共
に
久
し
く
言
ひ
継
げ
と
此
奇
魂
敷
か
し
け
ら
し
も

④
、
姪
の
浜姪

の
は
ま
凡
二
三
里
ば
か
り
、
松
は
み
ど
り
に
砂
白
く
青
海
ば
ら

見
わ
た
せ
る
。
景
色
い
と
よ
し
。

２
０
８
塩
土
の
翁
を
し
へ
し
わ
た
つ
み
の

う
ま
し
小
浜
は
こ
ゝ
に
や
あ

ら
ぬ

『
日
本
書
紀
』
の
中
に
、
塩
土
老
翁
が
登
場
し
、
瓊
瓊
杵
尊
や
山
幸
彦
や

神
武
天
皇
に
良
い
土
地
を
教
え
て
い
る
古
事
に
拠
っ
て
い
る
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
佐
賀
県
武
雄
市
立
図
書
館
及
び
北
原

峰
樹
氏
よ
り
多
大
の
教
示
を
頂
い
た
。
深
謝
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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Tsukushi Diary Volume with annotated note（ Ⅱ）

and the reproduction of the original text
Terumi Matsubara

Masafumi Igawa

Abstract

The writer tells in the book about historic events and comments on them while visiting scenic

, , , , .spots and places of historic interrest in Hirosima Yamaguti Hukuoka Saga and Nagasaki

Only the first volme is preserved in the Seto Inland Historic Folk Museum in Kagawa,

.Prefecture

Ⅱ, .This is an Introduction to Volme a reprodukuction of the original text with annotated notes
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